
⼀般社団法⼈⽇本⾳響家協会⻄⽇本⽀部 

2024 年度第 1 回通常運営委員会（WEB 会議）議事録 

1. 日     時：2024 年 4 月 10 日（水） 19:30 〜 20:55 

2. 場     所：Web会議（議⻑の場所）兵庫県⻄宮市高松町  

3. 運 営 委 員 総 数：17 名 

4. 出    席   者   数：15 名（議決権委任者  8 名を含む） 

5. 出    席   者   名：金子彰宏 

6. W E B 出 席：浅原勇治、江村直樹、川手克文、平山亮、深尾康史、前川幸豊 

7. 議決権委任者名：浅田和磨、植田公造、梅木賢洋、⻑ 将司、金辺卓資、神坂 亨、小林純一、 

森 正人 

8. 議     ⻑：金子彰宏 

====================================================================================================== 

第 1 号議案 報告事項「ジャズ音響塾」開催について 

議⻑は次のとおり本議案の要旨を述べ、詳細な説明がなされた 

・開催日時：2024 年 3 月 27 日（水） 

・開催場所：100BAN ホール 

・受講人数：9 名（会員 5 名/非会員 4 名）（当日 1 名欠席、 見学者：2 名） 

・体験者参加費（資料費）3,000 円（一般）1,500 円（学生）1,000 円（協会員） 

・演奏：森下啓カルテット@12,000 円×４ 

  （参加者及びスタッフの感想） 

   ・演奏者との距離が近くコミュニケーションも取りやすい。参加者も気軽に質問できた 

   ・今後もこのライブハウスでのコンボスタイルで続けて行きたい 

   ・収支を考慮し今後は参加費を上げることも考える 

（案）一般 5,000 円 会員・学生 2,500 円 

議⻑がその賛否を諮ったところ、全会⼀致で承認された 

 

第 2 号議案 審議事項「支部総会開催日程」について 

議⻑は次のとおり本議案の要旨を述べ、詳細な説明がなされた 

・日程：5 月 15 日（水） 

13:30〜⽀部総会 

15:00〜セミナー（内容：Sound A&T No,117 号の執筆者による講演を検討） 

・場所：ドーンセンター（大阪・天満橋）中会議室 13:00〜17:00 （仮予約済） 

・運営委員改選の可能性 

・4 月中に議案書・委任状を作成、協会 HP からグーグルフォームにて賛否等入力可 

議⻑がその賛否を諮ったところ、全会⼀致で承認された 

 

第 3 号議案 審議事項「第 9回関⻄放送機器展のイベント参加」について 

議⻑は次のとおり本議案の要旨を述べ、詳細な説明がなされた 

・事業内容：「マイクケーブル８の字巻きグランプリ」全国大会の開催。 

・開催日時：2024 年 7 月 9⽇（⽕）（仕込み）〜10 日（水）（本番） 

・開催場所：大阪南港 ATCホール 



・スポンサー1社決定 

・協議用ケーブルについて調整が必要（昨年度１０m×２） 

・支部予選の参加者を集める 

・4 月 23 日（火）14：00 よりリモート(ZOOM)による打ち合わせ予定 

議⻑がその賛否を諮ったところ、全会⼀致で承認された 

 

第 4 号議案 審議・報告事項 「その他の事業計画及び報告事項」について 

議⻑は次のとおり本議案の要旨を述べ、詳細な説明がなされた 

① 「MY TOWN MY TONE」の執筆者選考（江村編集担当） 

・締め切り：5 月 20 日ごろ 

・街の風景風物の写真 1枚、1200〜1400 文字 

・森 正人 運営委員に依頼済み 

 

② ホール 100 選 認定書贈呈式について 

・4 月 12 日（金）枚方市役所 16:30〜17:00 

・枚方市総合芸術文化センター出席予定者：市⻑他 5 名 

・協会スタッフ：深尾、平山、加藤、金子 

 

③ ビギナーズ・コース SET  

・9 月以降の開催に向けて会場手配する。 

・会場候補 ：兵庫県立芸術文化センター阪急中ホール 

・ 第 1候補：9 月 11 日 

 

議⻑がその賛否を諮ったところ、全会⼀致で承認された 

 

本日の WEB方式運営委員会は終始異常なく議題の審議を終了した。 以上をもって議案の全部を終了

したので、議⻑は 20 時 55 分に閉会を宣言した。 

 

 

◎次回運営委員会予定日：  5 月 2 日（木）19:30〜 （ WEB方式） 

 

2024 年 4 月 10 日(水) 

一般社団法人日本音響家協会 ⻄⽇本⽀部運営委員会 

⽀部⻑：金子彰宏 

議事録作成者：前川幸豊 

 


